
　
　
　
　
　
　
　

                
種
田
山
頭
火
（
俳
人
）

　
窓
あ
け
て
窓
い
っ
ぱ
い
の
春

　
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
冬
で
し
た
が
、
気
温

が
少
し
づ
つ
あ
が
っ
て
雪
ど
け
が
進
み
、
花
の
芽

も
ふ
く
ら
み
つ
つ
あ
り
、
春
の
到
来
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
種
田
山
頭
火
は
自
由
律
俳
句
の
俳
人
と
し
て
、

日
本
全
国
を
雲
水
姿
で
旅
し
な
が
ら
俳
句
を
詠
ん

だ
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
に
酒
に
溺

れ
、
妻
子
を
置
い
て
東
京
に
出
奔
す
る
な
ど
、
そ

の
破
天
荒
な
行
状
が
注
目
さ
れ
が
ち
な
山
頭
火
で

す
が
、
そ
こ
に
は
、
多
く
の
苦
難
に
見
舞
わ
れ
た

と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。
山
頭
火
は
山
口
県

防
府
市
の
大
地
主
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
彼
が
十
歳
の
頃
、
父
・
竹
治
郎
の
芸
者
遊
び

な
ど
を
苦
に
し
た
母
・
フ
サ
が
自
死
。
ま
た
、
そ

の
頃
を
境
に
家
業
が
傾
い
て
い
き
ま
す
。
三
十
四

歳
の
頃
、
種
田
家
が
経
営
し
て
い
た
酒
造
所
が
破

産
し
、
一
家
離
散
の
憂
き
目
に
遭
い
ま
す
。
妻
・

令和 3年 3月 15 日（月）発行

サ
キ
ノ
と
長
男
・
健
と
と
も
に
友
人
を
頼
っ
て
熊

本
へ
移
り
、
古
書
店
を
経
営
す
る
も
弟
・
二
郎
の

自
死
に
よ
り
彼
を
一
層
酒
に
向
か
わ
せ
、
三
十
七

歳
に
し
て
妻
子
を
熊
本
に
残
し
た
ま
ま
上
京
。
四

十
一
歳
で
関
東
大
震
災
に
遭
い
、
離
婚
し
た
元
妻
・

サ
キ
ノ
の
も
と
へ
逃
げ
帰
り
ま
す
。
さ
ら
に
酒
浸

り
と
な
っ
た
彼
を
見
か
ね
た
顔
見
知
り
の
記
者
に

よ
っ
て
市
内
の
報
恩
禅
寺
（
曹
洞
宗
）
に
預
け
ら

れ
、
寺
男
を
経
て
出
家
得
度
。
そ
れ
以
後
、
既
に

俳
句
会
で
頭
角
を
現
し
て
い
た
彼
は
雲
水
姿
で
全

国
を
旅
し
な
が
ら
句
作
に
励
み
、
五
十
八
歳
の
時

に
脳
溢
血
の
た
め
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
冒

頭
の
句
は
、
昭
和
十
三
年
（
五
十
六
歳
）
の
作
で

あ
り
、
春
の
花
咲
く
美
し
い
景
色
を
求
め
て
窓
を

開
く
と
い
う
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
心
境
を
詠
ん

だ
も
の
で
す
。
山
頭
火
の
自
堕
落
と
も
い
え
る
行

状
は
自
身
が
蒔
い
た
種
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
肉
親
と
の
突
然
の
別
れ
と
い
う
不
条
理
が

根
底
に
あ
り
、
優
れ
た
俳
句
は
そ
の
僧
侶
と
し
て

の
「
忍
辱
（
耐
え
忍
ぶ
）
修
行
」
の
果
実
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
句
に
あ
る

「
窓
」
が
自
分
と
世
界
と
を
隔
て
る
認
識
の
障
害

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
三
年
三
～
五
月
）

　
　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。
一
方
で
季
節
は
刻
々
と
春
へ
と
移
り
変

わ
ろ
う
し
て
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
共
に
「
今
、
こ
こ
」
を
大
切
に

味
わ
い
、
春
の
花
や
風
景
を
愛
で
、
季
節
の
行
事
を
楽
し
む
こ
と
で
自

身
の
心
を
調
え
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

       （
副
住
職
）

令
和
三
年
六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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※5月 25日～ 31日

「お薬師さまに願いを込めて」

（副住職担当）

曹洞宗テレホン法話 「心の電話」
曹洞宗東北管区教化センター運営

・
屋
内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。

・
本
堂
及
び
位
牌
堂
へ
の
お
参
り
は
、
混
雑
時
を

　
避
け
、
短
時
間
か
つ
最
少
人
数
で
お
願
い
し
ま

　
す
。
又
、
屋
内
で
の
飲
食
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
法
要
へ
の

　
参
列
・
参
拝
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
□
発
熱
（
３
７
．
５
度
以
上
）、
又
は
咳
、
痰
、　

　
　
息
切
れ
等
の
症
状

　
□
味
覚
・
嗅
覚
異
常
（
２
週
間
以
内
）

・
お
い
で
の
際
と
お
帰
り
の
際
は
、
必
ず
手
洗
い
、

　
も
し
く
は
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

感
染
拡
大
の
際
は
法
要
を
無
参
列
法
要
と
し
、

　
行
事
自
体
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
の
際
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
葬
儀
・
法
事
に
つ
い
て
】

・
人
数
制
限
は
設
け
ず
、
席
と
席
の
間
隔
を
あ
け
、

　
換
気
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す

・
ス
マ
ホ
な
ど
で
ネ
ッ
ト
中
継
が
で
き
る
よ
う
Ｗ
ｉ

　
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　

の
た
め
の
当
寺
の
対
応
に
つ
い
て

■
三
月
十
五
日（
月
）午
前
十
一
時
〜

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め「
だ
ん
ご
ま
き
」は
中
止
し
ま
す
。

■
三
月
二
十
日（
土・春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂
に
て

■
五
月
八
日（
土
）午
前
十
一
時
〜

「
降
誕
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
降
誕（
誕
生
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

大安寺
公式ホームページ

大安寺
公式 facebook ページ

スマートホン ・
タブレット端末の
カメラ機能で

読み取ってください。

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
令
和
二
年
度
分
維
持
費
（
四
千
円
）
の
納
入

が
お
済
み
で
な
い
方
、
ま
た
、
お
手
元
に
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
（
護
持
会
だ
よ
り
、
決

算
書
含
む
）
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
当
寺
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
令
和
三
年
度
分

維
持
費
の
取
扱
票
は
令
和
三
年
六
月
末
か
ら
郵

送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通
し
て
お
手

元
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
山
頭
火
自
身
が

己
の
小
さ
い
世
界
を
打
ち
破
り
、
そ
の
心

の
窓
を
外
に
開
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

あ
ら
た
め
て
世
界
の
本
来
的
な
美
し
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
い
わ
ば
忍

辱
修
行
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
私
た
ち
は
、

そ
の
果
て
に
ど
ん
な
花
を
見
、
果
を
実
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

の
こ
と
が
私
た
ち
一
人
一
人
に
問
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。  

合
掌
（
副
住
職
）

022-218-4444
※5月 21日～ 31日

「ピンチはチャンス」

（副住職担当）

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

四
月
二
十
五
日（
日
）、五
月
二
十
三
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

三
百
円　
　
備
考―

椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

四
月
四
日（
日
）、十
八
日（
日
）、五
月
二
日（
日
）、十
六
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
朝
の
お
つ
と
め（
法
要
）

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
な
お
、
当
面
の
間
、
茶
話
会
の
開
催
は
見
合
わ
せ
ま
す
。

（
令
和
三
年
四

・
五
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ
出
店
要
項

・
出
店
料
：
千
円
／
区
画
：2m

×
2m

程
度※

テ

ン
ト
・
椅
子
・
机
は
ご
用
意
し
ま
す
。

※

参
加
申
し
込
み
は
、
四
月
三
十
日
（
金
）
ま

で
に
、
メ
ー
ル
（info@
daianji.jp

）、Fax

（0175-34-6426

）、
電
話
（080-2042-8337

）

に
て
、「
グ
ル
ー
プ
名
」「
代
表
者
氏
名
」「
電
話

番
号
」「
主
な
販
売
物
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
安
寺

花
ま
つ
り

行
事
予
告

　
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
恒
例
行
事
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
内
容
を
変
更
す

　
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
開
催
日
：
令
和
三
年
五
月
八
日
（
土
）

　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時

○
共
催
：
大
安
寺
保
勝
会　

○
釈
尊
降
誕
会
法
要　
午
前
十
一
時
〜
（
本
堂
に
て
）

○
甘
茶
か
け　
午
前
九
時
〜
（
本
堂
前
に
て
）

※

先
着
百
名
さ
ま
に
、
甘
茶
パ
ッ
ク
（
お
子
さ
ま
向
け
）
を
進
呈

○
お
茶
会―

午
前
九
時
〜
午
後
二
時
（
茶
室
に
て
）

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ―

午
前
九
時
〜
午
後
二
時

と
と
の


